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(57)【要約】
内視鏡的処置の間に機器チャネルから物質を吸引する装
置である。この装置は、第１の端部、第２の端部、およ
び外周表面を有する生検バルブを含む。生検バルブは、
第１の端部から第２の端部へと続く内部通路を画定し、
第１の端部は内視鏡機器チャネル入口ポートに接続する
ように構成される。配管は、生検バルブの第２の端部を
、生検バルブから遠く離れて配置された吸引源コネクタ
に接続する。流量コントローラは、配管に固定され、生
検バルブの第２の端部と吸引源コネクタとの間に配置さ
れる。装置は、洗浄用ポートおよび機器侵入ポートを含
んでもよい。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡的処置の間に物質を吸引する装置であって、
　ａ）第１の端部、第２の端部、および外周表面を有し、該第１の端部から該第２の端部
へと続く内部通路を画定する生検バルブであって、該第１の端部は内視鏡生検ポートに接
続するように構成される、生検バルブと、
　ｂ）該生検バルブの第２の端部を、該生検バルブから遠く離れて配置された吸引源コネ
クタに接続する配管と、
　ｃ）該配管に固定され、該生検バルブの第２の端部と該吸引源コネクタとの間に配置さ
れる流量コントローラと
　を備える、装置。
【請求項２】
　前記生検バルブの外周表面は、前記生検ポートを通って前記内部通路を経由して洗浄液
を注入する側部侵入ポートを画定する、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記外周表面は、側部侵入ポートを画定し、該ポートは、前記内部通路の長手方向軸か
ら９０度未満の角度を有する、生検ポートへの下降流路を画定する、請求項１に記載の装
置。
【請求項４】
　入口端部および出口端部を有する洗浄用管を備え、該出口端部は前記側部侵入ポートに
固定され、該入口端部から該出口端部への方向に該管を通って液体が分注されてもよい、
請求項２に記載の装置。
【請求項５】
　前記生検バルブからの方向における前記洗浄用管内への流入を選択的に防ぐために、該
洗浄用管上に配置されるコントローラをさらに備える、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記コントローラは手動操作のピンチクランプである、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記生検バルブは、前記生検ポートとの圧入嵌めを形成するために軟質プラスチックで
構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記流量コントローラはトランペットバルブである、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記流量コントローラはターンバルブである、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記流量コントローラは、外周壁に開口を有する手動操作の通気ポートであり、該開口
は、前記生検バルブの第２の端部と前記吸引コネクタとの間の吸引を維持するために覆わ
れなければならない、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　内視鏡的処置の間に物質を吸引する装置であって、
　ａ）第１の端部、第２の端部、および外周表面を有し、該第１の端部から該第２の端部
へと続く内部通路を画定する生検バルブであって、該第１の端部は内視鏡生検ポートに接
続するように構成される、生検バルブと、
　ｂ）該生検バルブの第２の端部を、該生検バルブから遠く離れて配置された吸引源コネ
クタに接続する配管と、
　ｃ）該配管に固定され、該生検バルブの第２の端部と該吸引源コネクタとの間に配置さ
れる流量調整器と
　を備え、
　ｄ）該生検バルブは、該内部通路へと続く側部侵入ポートを提供する、装置。
【請求項１２】
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　前記側部侵入ポートは、前記内部通路の長手方向軸から９０度未満の角度を有する、前
記生検ポートへの下降流路を画定する、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　入口端部および出口端部を有する洗浄用管を備え、該出口端部は前記側部侵入ポートに
固定され、該入口端部から該出口端部への方向に該管を通して液体が分注されてもよい、
請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記生検バルブからの方向における前記管の中への流入を選択的に防ぐために、前記洗
浄用配管上に配置されるコントローラをさらに備える、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記バルブが、手動操作のピンチクランプである、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記生検バルブは、前記内視鏡生検ポートとの圧入嵌めを形成するために軟質プラスチ
ックで構成される、請求項１１に記載の装置。
【請求項１７】
　前記流量コントローラはトランペットバルブである、請求項１１に記載の装置。
【請求項１８】
　前記流量コントローラはターンバルブである、請求項１１に記載の装置。
【請求項１９】
　前記流量コントローラは、外周壁に開口を有する手動操作の通気ポートであり、該開口
は、前記生検バルブの第２の端部と前記吸引コネクタとの間の吸引を維持するために覆わ
れなければならない、請求項１１に記載の装置。
【請求項２０】
　内視鏡的処置の間に物質を吸引する装置であって、
　ａ）入口ポート、出口ポート、機器侵入ポート、および外周表面を有する生検バルブと
、
　ｂ）該生検バルブの出口ポートを、該生検バルブから遠く離れて配置された吸引源コネ
クタに接続する配管と、
　ｃ）該配管に固定され、該生検バルブの出口ポートと該吸引源コネクタとの間に配置さ
れる流量調整器と
　を備え、
　ｄ）該生検バルブは、該入口ポートから該出口ポートへと続く内部通路を画定し、該機
器侵入ポートは該内部通路へと続き、該入口ポートは内視鏡生検ポートに接続するように
構成される、装置。
【請求項２１】
　前記生検バルブの外周表面は、前記生検ポートを通って前記内部通路を経由して洗浄液
を注入するための側部侵入ポートを画定する、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記外周表面は、側部侵入ポートを画定し、該ポートは、前記入口ポートの長手方向軸
から９０度未満の角度を有する、前記生検ポートへの下降流路を画定する、請求項２０に
記載の装置。
【請求項２３】
　入口端部および出口端部を有する洗浄用管を備え、該出口端部は前記側部侵入ポートに
固定され、該入口端部から該出口端部への方向に該管を通って液体が分注されてもよい、
請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記生検バルブからの方向における前記洗浄用管の中への流入を選択的に防ぐために、
該洗浄用配管上に配置されるコントローラをさらに備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記コントローラが、手動操作のピンチクランプである、請求項２４に記載の装置。
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【請求項２６】
　前記内部通路への密封状態でのアクセスが提供するために、前記機器侵入ポートに取り
外し可能に接続できるキャップを備える、請求項２０に記載の装置。
【請求項２７】
　前記キャップは、前記内部通路へのアクセスを提供するための中央開口部を有する、請
求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記キャップは、前記外周表面から間隔をあけられた関係においてテザーによって前記
本体に固定可能である、請求項２６に記載の装置。
【請求項２９】
　前記生検バルブは、前記生検ポートとの圧入嵌めを形成するために軟質プラスチックで
構成される、請求項２０に記載の装置。
【請求項３０】
　前記内部通路の中の前記生検バルブ内部に装着されるフラップ部材を備え、該フラップ
部材は、該生検バルブの前記入口ポートから前記機器侵入ポートへの方向における流体移
動を阻止する、請求項２０に記載の装置。
【請求項３１】
　前記出口ポートは、前記内部通路の長手方向軸によって画定される吸引侵入経路と同一
直線上にない吸引排出経路とを画定する、請求項２０に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の引用）
　本非仮出願は、米国非仮特許出願第１１／６７８，９３４号（２００７年２月２６日出
願、名称「Ｅｎｄｏｓｃｏｐｉｃ　Ｓｕｃｔｉｏｎ　Ｄｅｖｉｃｅ」）、および米国仮特
許出願第６０／７７６，２４７号（２００６年２月２４日出願、名称「ＢＩＯＶＡＣ」）
の利益を主張するものであり、それらの全開示は、本願と抵触しない限りにおいて参考と
して本明細書に援用される。
【０００２】
　（発明の技術分野）
　本発明は、吸引装置に関し、内視鏡的処置の間の液体および物質の除去に使用する吸引
装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　外科医は、様々な異なる理由から患者の胃腸管内で内視鏡的処置を行う。例示的な手術
では、内視鏡は患者の食道内に導入され、作業部位まで挿管される。内視鏡は柔軟で、典
型的には、外科医による作業部位の確認を可能にする光学的機能や発光機能を有する。そ
のような処置の間、多くの場合、外科医は明瞭な視野を得るために胃腸管内の凝血塊また
は他の物質を排除しなければならない。これらの物質は、典型的には内視鏡に統合された
コンポーネントを使用して除去される。
【０００４】
　内視鏡は通常、外科医が吸引ラインおよび空気／水ラインを制御するための、近位端に
位置した２つのトランペットバルブを有する。従来的には、内視鏡医が吸引ラインを使用
して凝血塊を取り除く。しかし、吸引ラインおよび／または関連したトランペットバルブ
は、重い液体あるいは濃い液体が一回の処置で繰り返し吸引されると詰まる可能性がある
。そのような詰まりによって、吸引ラインを洗浄するために処置が中断されることにより
処置時間を延長しなければならない場合があり、あるいは、ある処置においては、挿管を
繰り返さなければならない場合もある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　当該分野においては、詰まりにくく、一回の処置の間における重い液体または濃い液体
の反復的な吸引を可能とし、処置時間を不都合に延長することがなく、操作が容易で、ま
た単回使用を正当となし得る程十分に安価な吸引装置が必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のいくつかの例示される実施形態において、内視鏡の作業部位から凝血塊または
他の物質を排出するための吸引装置が開示される。吸引装置は、内視鏡の生検ポートに据
え付けられるように設計される。したがって、該装置は、統合されたトランペットバルブ
または内視鏡の吸引ラインに依存しない直接吸引装置である。
【０００７】
　本発明のさらなる特徴と利点は、添付の図面を参照してなされる以下の詳細な説明から
明らかとなるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　本発明の詳細な説明は、本発明の実施形態を説明するのみであり、請求の範囲を制限す
ることを全く意図しない。実際に、説明される発明は、好ましい実施形態よりも広範であ
り、かつそれにより制限されず、使用される用語は完全にその通常の意味を有する。
【０００９】
　本発明は、凝血塊、液体、小組織および他の物質を、内視鏡の遠位端近辺の内部作業部
位から取り除くために、内視鏡医により使用されるように設計される。装置は、内視鏡の
生検ポートと遠隔の吸引源との間に装着するように設計された直接吸引装置である。当該
分野では機器チャネル入口ポートとしても知られる生検ポートは、内視鏡内の生検入口バ
ルブチャネルへのアクセスを提供する。機器は、内部作業部位での使用のためにこのポー
トから挿入することができる。生検ポートは、処置の間は内視鏡の外部の地点、かつ外科
医から見て内視鏡トランペットバルブの遠位方向に位置する。吸引装置は生検ポートチャ
ネルを利用し、統合されたトランペットバルブおよび内視鏡の吸引ラインに依存しない。
【００１０】
　ここで図面を参照するが、図１は本発明の実施形態に従って作製された吸引装置１０の
側面平面図である。装置は、例示的な内視鏡１４の生検ポート１２に据え付けられた状態
で示されている。吸引源１６は、内視鏡生検ポートチャネルおよび装置１０を通って引き
込まれた物質を除去し、回収するための吸引を提供する。
【００１１】
　装置は、生検バルブコネクタ２０、流量コントローラまたはコントロールバルブ２２、
配管２４ａ、２４ｂ、および吸引源コネクタ２６を含む。図示されるように、装置はまた
、操作者が装置を自分の指、手首、または前腕に固定するために使用するストラップ２８
を含む。ストラップは、装置に物理的に取り付けられてもよく、操作を容易にするために
コントロールバルブの位置／配向を維持するのを助ける。この特徴はまた、操作者に多く
の選択肢を提供する。操作者は、人差し指または親指にストラップを巻きつけ、作動が必
要となるまでコントロールバルブとの近接性を保つことができる。他の選択肢は、ターン
バルブの位置が制御され、またより容易にアクセスできるように、ストラップを介して装
置を内視鏡のコードに取り付けることである。
【００１２】
　例示的な実施形態において、生検バルブコネクタ、または生検バルブ２０は、生検ポー
ト１２に迅速に据え付けられるように設計される。生検バルブ２０は、生検ポートへの圧
入嵌め等の効果的な接続を形成する柔軟な材料で構成されてもよい。生検バルブ２０は、
第１の端部または入口ポート３４と、第２の端部または出口ポート３６とを含む。内部通
路（図１には示さず）は入口ポート３４および出口ポート３６との間に形成され、長手方
向軸を有する。内部通路の長手方向軸Ａ１を中心とした同様の同軸の入口および出口ポー
ト７８、８８が図５に示されている。
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【００１３】
　上述したように、プラスチック配管２４ａの柔軟部分は出口ポート３６およびコントロ
ールバルブ２２に接続する。配管２４ａは生検バルブ２０からコントロールバルブ２２へ
の流体接続を提供する。ライン２４ａは軟質プラスチック配管で構成され、ひずみ緩和／
遷移をコントロールバルブ２２に提供する。配管２４ａの長さにより、内視鏡から離れた
コントロールバルブのアクセスのしやすさが得られる。生検バルブ２０とコントロールバ
ルブ２２との間の配管２４ａの長さは、例えば１２インチ等、内視鏡からの遠隔操作を可
能にするのに適切となることができる。追加の吸引ライン２４ｂは、コントロールバルブ
２２の下流側から吸引源へと続く。
【００１４】
　さらに図１を参照すると、開放位置でのコントロールバルブ２２が示されている。コン
トロールバルブ２２は、本体４０を通った物質の流れを制御する。コントロールバルブは
、例えば単純なターンバルブまたはチェックバルブ等の任意の適したバルブであってもよ
い。図示された本体４０は、管形状の硬質プラスチック成形ベースである。コントロール
バルブ２２は、内視鏡トランペットバルブに比べ詰まりが生じにくい。図示されるように
、本体５０の両側端部は、柔軟配管２４ａ、２４ｂに取り付けられる。本発明の実践にお
いては様々なバルブおよび本体の設計が利用可能であることが、当業者には明らかなはず
である。さらに、本体５０と柔軟配管２４ａ、２４ｂとの間には、様々な接続構造および
手法を用いることができる。また、配管のいかなる数のセクション、組合せ、サイズ、ま
たは長さも使用可能である。
【００１５】
　本発明の他の例示的な実施形態が図２に示される。排出処置の間、物質を希釈または凝
血塊を溶かすために水または他の溶媒が必要となることが多い。従来的には、内視鏡医は
、より効果的な処置のために内視鏡の空気／水ラインを使用して作業部位を洗浄する。図
２に示される装置６０は、有利にも内視鏡の空気／水ラインを利用しない洗浄システム６
２を含む。洗浄システム６２の一部の拡大斜視図が、図３に最もよく示されている。装置
６０により、洗浄中に作業部位に液体を供給することができる。２つの例示的な供給方法
には、シリンジ（典型的には生理食塩水を満たした６０ｃｃシリンジ）または外部ポンプ
（ＥＲＢＥＴＭブランド等）を取り付けることが含まれる。いずれの場合でも、供給速度
（装置から排出する生理食塩水の圧力）は最小である。より大きな供給圧力を有する独立
型ポンプを利用することができるが、これは比較的高価な選択肢であり、粘膜壁に損傷を
与えないことを確実とするように圧力を制限または他の方法で管理する必要がある。生理
食塩水貯蔵部の中に空気圧を蓄積させる、手動または電動のポンプ装置（プラント用スプ
レーまたは他の同様の装置）も使用可能である。この装置は、二次的な損傷を生じること
なく、組織を乱すことおよび洗浄することの両方を助け得る最大圧力を供給するように設
計されている場合がある。
【００１６】
　洗浄システム６２は、生検バルブコネクタ６６と注入ルアー６８とを接続する軟質プラ
スチック管６４を含む。管６４は、生検ポート６６の外周表面７６の側部侵入ポート７４
に接続する。ルアーの遠位端７０に針を挿入して、生検バルブチャネル、続いて内部の作
業部位に溶媒を注入することができる。ルアーはテザーの付いたキャップを含んでもよい
。キャップには２つの目的がある。第１に、漏れが生じないように装置中の内部液体から
外部環境を分離するように機能する。第２に、真空に引かれている間（吸引中）にクラン
プ７２を通って空気がシステム内に引き込まれないようにする。空気の導入は必ずしも機
能的に有害な問題となるわけではないが、操作者の注意を散漫させる／不快感を与える可
能性のある摩擦音を発生することになる。ピンチクランプ７２は、反対方向に液体が流れ
るのを防ぐために使用することができる。ピンチクランプの設計は片手操作を可能とする
ことができる。ピンチクランプを閉じると、吸引されて生検ポートから引き出された液体
は注入ルアー６８から流出できない。
【００１７】
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　図４は、上述の洗浄システム６２を含む内視鏡吸引装置８０の側面平面図を示す。装置
はまた、代替の流量コントロールバルブ８２も含む。コントロールバルブ８２は、生検バ
ルブ６６と吸引源１６との間の吸引を維持するための、Ｄ１の方向に内側に押下可能なボ
タン８４を含む。設計は変わる可能性があるが、例示的なバルブは、吸引を促進する広い
内腔を有し、開放位置から閉鎖位置まで自由に回転する。迅速かつ楽なオン／オフ切替操
作を最適化するために、例えば押しボタン式作動装置には、装置が通常は確実に閉鎖（吸
引されない）位置にあるようにするためにスプリングが組み込まれているトランペットバ
ルブ等の押しボタン式オン／オフ装置を使用することができる。ボタンを押下すると、開
いた流路が形成されて動作が開始する。ボタンへの下向きの圧力を解除すると、スプリン
グがバルブを閉じることができる。これは、オン／オフ位置の間の遅延を排除することに
より反応時間を大幅に改善する。さらに、途中までボタンを押下すると、部分的に開いた
チャネルを形成することができ、作業部位に供給される吸引圧力の一部を効果的に制限す
ることができる。提供される圧力の量を「細かく調節する」この能力は、操作者の制御に
寄与することができると考えられる。
【００１８】
　図５は、図４の指定された部分の拡大断面図であり、内視鏡の生検ポート１２に据え付
けられた生検バルブ６６の詳細な構造を示している。上述のように、生検バルブ６６は、
標準的な内視鏡のステンレススチール製の生検ポート１２に圧入嵌合される。バルブ６６
は、入口ポート７８、出口ポート８８および側部侵入ポート７４を含む。図示されるよう
に、側部侵入ポートの長手方向軸Ａ２は、内部通路７９の長手方向軸Ａ１から９０度未満
で示される角度α１を成す。このにより、管６４内に注入された液体が、生検ポート１２
に向けて内部通路７９の中に下向きに移動する。上述したように、プラスチック配管２４
ａの柔軟部分は出口ポート８８およびコントロールバルブ８２に接続する。
【００１９】
　装置８０の操作について説明する。吸引処置を行う前に、図４に示すように装置８０を
例示的な内視鏡９０に据え付ける。コントロールバルブ８２およびピンチクランプ７２は
閉鎖されている必要がある。すなわち、トランペットバルブ８２のボタンは押下されてい
なければならない。吸引ライン２４ｂの端部は、専用吸引源１６に取り付けられた吸引コ
ネクタ９２を含む。共通の吸引源を利用できるように、Ｔルアー等の他のコネクタ設計を
使用することができることに留意する必要がある。コントロールバルブ８２は、内視鏡チ
ャネル開口で吸引力を生成するために、装置を「オン」（吸引開始）にするよう作動され
る。このようなコントロールバルブ８２の操作により、凝血塊および他の物体の流れが吸
引されて生検ポートからＤ２の方向に移動し、続いて柔軟な配管２４ａ、２４ｂを通って
吸引源に戻る。処置の間または処置後に吸引が必要なくなった場合は、コントロールバル
ブ８２を閉鎖して装置を「オフ」（静的モード、真空引きなし）に切り替える。上述のよ
うに、装置８０は、内視鏡トランペットバルブに比べ詰まりが生じにくい。さらに、装置
８０は単回使用の設計とされ、意図される用途において経済的な使い捨て仕様となると考
えられる。
【００２０】
　内視鏡医または技術者チームが内視鏡的処置を行っている際、生検ポートの代替的な使
用が必要となる場合が多い。本発明の他の例示的な実施形態では、生検バルブ構造は、吸
引処置の間およびその前後において、生検チャネルへの装置の侵入を支持する。ある従来
設計では、内視鏡的処置に利用されている生検バルブは、機器の侵入前に生検ポートから
取り外す必要がある。機器が据え付けられ、必要とされる通り使用された後、生検バルブ
が指定された装置の使用のために再び据え付けられる前に機器が取り外される。再び機器
が必要となった場合は、この処置が繰り返される。
【００２１】
　図６は、例示的な内視鏡１０２の生検ポート１１２に取り付けられた内視鏡吸引装置１
００の斜視図を示す。装置は、図７の断面図において最も良く示されている生検バルブ１
６６、コントロールバルブ１１４、吸引配管２４ａ、２４ｂ、および吸引コネクタ１１６
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を含む。装置は、生検ポート１１２と直接吸引源１６との間の吸引路を提供する。吸引コ
ントロールは、図６に示される通気ポートコントローラ１１４により達成される。コント
ローラは、指による操作のための開放ポート１１６を含むが、これはすなわち、コントロ
ーラ１１４を通して吸引が行われるにはポートは閉鎖されなければならないということで
ある。いくつかのコントロールバルブが例示目的で述べられており、また、これらの例の
いずれを用いても、また当該分野において適した他のいかなるバルブを用いても、本発明
を実践することができることが当業者には理解されるはずである。
【００２２】
　上述したように、図６および図７に示される生検バルブ１６６は、洗浄および内視鏡機
器を必要に応じて利用することができるように、生検バルブの２つの関連したアクセスポ
ートが本質的に影響されずに生検ポートに据え付けられたままとなることができる。図６
および７において、生検バルブ１６６は、吸引ライン２４ａの取付けを下から達成するこ
とを可能にするとともに洗浄ライン６４を側部侵入ポートに取り付けることを可能にし、
また内視鏡機器を機器侵入ポートを通って内部通路に入れることを可能にする。内部通路
に挿入された機器は、有利に、生検ポートを通って内視鏡の機器チャネルにアクセスする
ことができる。
【００２３】
　図７を参照すると、図６の７－７の線に沿った、生検バルブ１６６の拡大断面図が示さ
れている。上述のように、生検バルブ１６６は、標準的な内視鏡のステンレススチール製
生検ポート１１２に圧入嵌合される。バルブ１６６は、入口ポート１７８、出口ポート１
８０、機器侵入ポート２００、および側部侵入ポート１７４を含む。内部路１７９が入口
ポート１７８から出口ポート１８０へと続いている。上述したように、プラスチック配管
２４ａの柔軟部分は出口ポート１８０およびコントロールバルブ１１４に接続する。
【００２４】
　この例示的実施形態では、入口ポート１７８は、出口ポート１８０により画定される排
出経路Ｄ４とは同一直線上にはない、吸引物質の侵入経路Ｄ３を画定する。したがって、
配管２４ａは、図１および図４に示されるように生検ポートから直接的には延在していな
い。図６および図７に示される排出配向は、医療処置の間は比較的邪魔とはならず目立た
ない。
【００２５】
　洗浄配管の配向を見ると、側部侵入ポートの長手方向軸Ａ３は、入口ポート１７８の長
手方向軸Ａ４から９０度未満である。この配向により、注入された液体が、生検ポート１
１２に向けて内部通路１７９の中を下向きに移動する。洗浄配管の侵入角度は９０度以上
であってもよく、それでもまだ効果的であることに留意する必要がある。また、洗浄ライ
ンは、バルブ本体ではなく他の場所（すなわち配管２４ａ）に導入されてもよいことが明
らかとなっている。
【００２６】
　機器侵入ポート２００は、生検バルブ１６６の頂部にある小さな開口部である。侵入ポ
ート２００は、入口ポート１７８とは反対側に配置され、生検ポートへの直接的な軸方向
のアクセスを提供する。比較的小さい直径の機器を挿入するときは、キャップ２０２は図
示されるような据付位置に残されていてもよい。より直径が大きい機器を挿入するときは
、キャップを取り外すことができる。使用上の利便性のために、キャップはテザー２０４
により生検バルブ１６６に接続されている。図示されるように、キャップは、それを貫通
する中央開口部２０６を含む。生検バルブは、内部通路１７９内で生検バルブ内部に装着
されるフラップ部材２０８を含んでもよい。フラップ部材は、生検バルブの入口ポート１
７８から機器侵入ポート２００への方向における流体運動を阻止する。開示されたキャッ
プおよびフラップ部材は例示目的のみであり、本発明の実践においては、これに限定され
ないが、生検バルブ１６６の出口ポート１８０に対して十分小さい直径の機器侵入ポート
２００等、吸引中に機器侵入ポートを封止するために他の構造を利用することもできるこ
とが理解されるべきである。
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　吸引を行うための装置１００の操作は、図４および５に示される装置８０の操作と同様
である。吸引が行われる前後にある違いが生じる。処置の間に吸引が必要となりそうな内
視鏡的処置が必要なときは、装置１００をまず生検ポート１１２に据え付け、吸引コネク
タ１１６を直接吸引源に取り付ける。コントロールバルブ１１６、８２、２２を閉鎖した
状態で、内視鏡医が内部の作業部位を目視検査し、吸引が必要かどうかを決定する。必要
な場合は、例えばキャップ２０２を閉じることにより機器侵入ポートを閉鎖し、適正な吸
引が行われるまで吸引コントロールバルブを作動させ、再びコントロールバルブを閉鎖す
る。生検バルブ１６６を取り外さずに、例えばスネア、切断、または注入装置等の必要な
内視鏡機器を機器侵入ポート２００を通して挿入することができる。上述のように、機器
のサイズによって、キャップを取り外して、または取り外さないで機器を挿入するかどう
かが決まる。処置の間または処置後に、内視鏡機器を取り外してから、生検バルブ１６６
を取り外さずに吸引処置を繰り返すことができる。
【００２８】
　本発明のいくつかの実施形態を例示し、極めて詳細に説明したが、本発明は、開示され
た構成に厳密に制限されるものと解釈されるべきではない。本発明が関連する技術分野の
当業者には、本発明の様々な適応、修正、および使用が生じ得る。本発明は、添付の請求
項の範囲および精神に含まれる適応、修正、および使用も包含する。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】図１は、内視鏡生検ポートと吸引システムとの間に取り付けられた内視鏡吸引装
置の側面平面図であり、生検バルブコネクタ、流量コントロールバルブ、および吸引源コ
ネクタを含む装置を示している。
【図２】図２は、他の内視鏡吸引装置の側面平面図であり、洗浄ラインを含む装置を示し
ている。
【図３】図３は、図２の洗浄ライン上に示された流量コントロールクランプの拡大斜視図
である。
【図４】図４は、さらに他の内視鏡吸引装置の側面平面図であり、代替の流量コントロー
ルバルブを有する装置を示している。
【図５】図５は、図４の指定された部分の拡大断面図であり、内視鏡の生検ポートに据え
付けられた生検バルブコネクタの詳細な構造を示している。
【図６】図６は、他の内視鏡吸引装置の斜視図であり、代替の生検バルブコネクタおよび
代替の流量コントロールバルブを含む装置を示している。
【図７】図７は、図６の７－７の線に沿って示された、生検バルブコネクタの拡大断面図
であり、内視鏡の生検ポートに据え付けられた生検バルブコネクタの詳細な構造を示して
いる。
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